
大仙市立大曲中学校 学習支援教材 １年生社会（地理）「アジア州④東南アジアの発展と課題」 

 

 

 

☆学習活動                         教科書 P52～53，資料集Ｐ４０～４３ 

STEP①：教科書Ｐ51 の資料 4「東南アジアの主な国の輸出品の変化」と資料集 P43「ASEAN

の規模」から，どのようなことが読み取れますか。 
   

教科書 P51 資料 4 から…東南アジアの国々の輸出品はどのように変化しましたか？それはなぜか，輸出額

の変化を参考に考えてみよう。 

（例） 

 変化…資源や食料中心の輸出から，工業製品中心の輸出に変化した など 

 理由…工業製品を輸出した方がもうかるから など 

 

資料集 P４３「ASEAN の規模」から…東南アジアの国々が ASEAN を結成した理由を考えてみよう。 

（例） 

 理由…一国の規模が小さくても，東南アジアでまとまることで，世界への影響力を強めるため など 

 

 

STEP②：教科書の重要語句を調べてみよう。 

◎増える日本への輸出 
タイやマレーシア，インドネシアなどの（ 東南アジア諸国連合   ）（ ASEAN ）の国々は，

アメリカや日本などの企業を受け入れて，（ 工業 ）化を進めた。 
◎農村の暮らしの変化 

東南アジアは（ 季節風 ）の影響を受けて降水量が多い。そのため，年に２回米を作る（ 二期作 ）
ができる地域もある。以前は農村の（ 人口密度 ）が高かったが，機械化が進むと人が余るようにな
り，多くの人が働く場を求めて農村から（ 都市 ）に出て行った。東南アジアで，植民地時代に天然
ゴムやコーヒーなどを大規模に栽培するために造られた（ プランテーション  ）（ 大農園 ）は，
第二次世界大戦後，現地の人々によって経営されている。 
◎急速な都市化と課題 

１９６０年代から人口が急速に増えた東南アジアの都市では，川や鉄道の線路に沿って（ スラム ）
ができるなど，さまざまな（ 都市問題 ）が起こっている。ＡＳＥＡＮ諸国は，（ 工業団地 ）を造
ったり，外国の企業が工場を造りやすくしたりする政策を採ったため，急速に成長する都市も現れた。 
 

☆まとめ 

 

 

 

 

 

 

☆振り返り 

 

 

 

 

☆学習課題：東南アジアの国々は，どのように経済成長したのだろうか。 
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☆振り返り 

 

 

 

 

☆学習課題：東南アジアの国々は，どのように経済成長したのだろうか。 

（例）                                                                       

 東南アジアは，農業が盛んだったが，ASEAN を結成したり開国企業を受け入れたりして工業化を

進めた。一方で，人口の急増によって都市問題も生まれた。                                                                         

                                                                       

                                                                        

                                                                        

                                                                        



 


